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品質保証
THKは、国内外の各生産拠点において品質マネジメント

システムであるISO9001を、また自動車産業、航空宇宙産

業等、生産品目に応じ、それぞれの産業に適応できるよう、
各種品質セクター規格を認証取得し、品質保証体制を構築
しています。また、グローバルで品質情報を共有できる体制
を構築し、世界各地のお客様から届けられる声を収集、解析
し、迅速且つ適切なサービスを提供するとともに、市場ニー
ズに応えられる製品の開発、品質改善に取り組んでいます。

取引先とともに
THKはサプライチェーンにおいて

持続可能な社会の実現に向け、設計
から販売まで社会規範の遵守や環境
への配慮を図っています。また取引
先とは共存共栄を目指し、良きパート
ナーシップの構築を進めています。

お客様に満足して頂けるTHK製品を供給し続ける為に、取引先と共存共栄を目指した健全で良好
なパートナーシップを構築する。

THKのサプライチェーン項目

品質マネジメントプロセス

設計

• 長期メンテナンスフリー
• 低騒音・低発塵
• 食料品グリースの開発

①開発・設計

• 機能・性能、シーズの追求

試作

試作

• 環境リスク物質含有調査
• 下請代金支払遅延等防止法の遵守
• 反社会的勢力との取引等排除

• デザインレビュー
•  量産製造認可

調達・購買

②試験・審査

• 省エネ法への対応
•  ゼロエミッションの追求
•  環境負荷の低減
• 安全な職場環境の維持

• 世界同一品質の追求
•  工程能力の確立

生産

③購買・製造・検査

• 反社会的勢力との取引等排除
•  航空貨物安全宣言
•  通い箱使用によるごみ低減

• 顧客満足度の向上

流通

④サービス・
　品質情報収集

• 梱包材の回収及び再利用
•  安全運転の励行
• 公正、適正な取引

• 品質改善、市場ニーズの分析

販売

⑤品質情報の解析・
　フィードバック

1.  取引先とのコミュニケーションを重視した購買の実践／QCDESを総合的に考
慮して、評価・選定を行う

2.  関連法令及び社会規範を遵守した公正かつ公平な取引の実施
3.  原価低減の為のコストダウン推進／各種プロジェクト及びVA提案等への積極

的参画を促す
4.  グローバル調達の推進
5.  BCP（事業継続計画）の実践
6.  グリーン調達による環境への配慮

活動項目

甲府工場 駐車場の照明タイマー
甲府工場は2017年11月に第一駐車場全体を照らす水銀

灯の点灯と消灯を、手動方式からタイマー設定で行うように
しました。従来は帰社時刻のPM5：00から出社時刻のAM6：
00までの13時間点灯させていましたが、夜間無人になる
ことを考慮しPM5：00～PM10：00の5時間とAM4：00～
AM6：00の2時間、計7時間の点灯に切り替え、当作業をタ
イマーで行わせるものです。なお、駐車場内の歩行者用通路
は従来時間通り照明を継続しており、保安上の問題はありま
せん。照明時間の短縮により電力量が約1,058kWh／年、
CO2換算で約0.51t-CO2の削減効果が出ました。点灯時間
に関しては今後、日の出と日
の入り時間を考慮し季節ご
とに変更していく予定です。

環境基本方針
THKは、機械要素部品のメーカーとして世界に先駆けて

開発した直動システム等を通じて社会・経済生活に貢献する
とともに、地球環境を健全な状態で次世代に引き継いでいく
ことは企業の社会的責務であるとの認識に立って、環境負
荷の継続的な低減と自然環境の維持・改善に取り組んでい
ます。

ＴＨＫは、「世にない新しいものを提案し、世に新しい風を吹き込み、豊かな社会作りに貢献する」という経営理念
のもと、企業としての成長を追求しながら、E（Environment：環境）、S（Social：社会）、G（Governance：ガバ
ナンス）の3つの観点を重要と考え、事業を展開しています。

品質マネジメントシステム認証取得状況（拠点数）

ISO 
9001

JIS Q 9100
航空宇宙
産業用

ISO／TS 
16949

自動車産業用
IATF 

16949

日本 11 1 1 —

海外 13 — 7 6

合計 24 1 8 6

ESG

GSE

環境との調和

GSE

社会との関わり

山口工場 空調熱源設備の更新
山口工場は2017年7月に第1工場空調熱源設備の吸収

式冷凍機2機をインバータ式ターボ冷凍機1機に更新しまし
た。新規採用の冷凍機は重油を燃料としないため、使用エ
ネルギーは原油換算で約137kℓ／年、CO2排出量は368t-
CO2／年削減できました。

タイマー設定に変更
した駐車場照明 新規に採用したインバータ式ターボ冷凍機

1.  環境の保全を経営の最重要課題の一つに位置づけ、当グループ
の事業活動及び製品やサービスが環境に与える影響を的確に把
握することに努めつつ、適切な環境目標を設定して全部門で取り
組みます。

2.  環境に関する法令等を遵守し、グループ内の自主基準を制定する
とともに、適宜その見直しを実施して、環境経営の効率性と効果
の向上を図ります。

3.  環境負荷の低減に貢献する製品の開発を継続的に推進します。

4.  事業活動に伴うエネルギー使用を削減し、エネルギー原単位の低
減及び温暖化ガスの排出削減を継続的に推進します。

5.  製造部門での廃棄物の削減・再利用などを中心に、省資源化・リサ
イクル化の施策を継続的に推進するとともに、汚染の予防に努め
ます。

6.  事業活動による生物多様性の影響を認識するとともに、生物多様
性の保全に取り組みます。

7.  当グループが一体となった環境活動を展開するために、関連会社
及び協力会社などに対して指導・支援を実施するとともに、地域社
会との協調と連携に努めます。

8.  この環境基本方針は、教育・訓練及び意識向上活動などによりグ
ループ全部門に周知するとともに、環境に関する情報のグループ
内外への適時開示を推進します。

（2018年4月19日改定）
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